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腔

外

科

、

保
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の

四

科

目

一

お

申

込

み

は

七

月

五

固

ま

で

に

一

前
労
に
お
い
て
予
作
致
し
ま
し
た
が
、

一
一
、
期
日
並
び
に
講
習
科
目

一

昨
年
好
評
を
博
し
ま
し
た
夏
期
講
習
会

一

七
バ
十
五
日
よ
り
七
月
二
十
じ
日
支
で

一

争
、
本
年
も
母
校
並
び
に
同
窓
会
共
催
に

一

(
但
し
日
限
け
を
除
、
3
各
科
三
日
間
)

一

よ
り
米
る
七
月
十
五
日
よ
り
二
十
七
日
ま
一
毎
日
午
前
九
時
よ
り
今
後
四
時
ま
で

一

で
の
二
週
間
に
わ
た
っ
て
、
矯
正
、
補

一

矯

正

科

じ
川
十
五
日
(
川
)
よ
り

一

綴
、
口
院
外
科
、
保
存
の
臨
床
間
科
日
に
十
七
日
(
水
)
ま
で

一

つ
い
て
開
催
す
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

補

綴
科
じ
バ
十
八
日

(
木
)
よ
り
一

な
お
、
消
習
会
の
実
施
州古川川

ω細
川
が

一

二

十
日
(
土
)
ま
で

一

決
定
致
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
略
令
お
一

口
腔
外
科

七
川
二
十
二
日
(
川
)
よ

一

知
ら
せ
致
し
ま
す
。

り
二
十
四
U
(
水
)
ま
で

一

某
刑
判
科
刊
の
講
習
会
に
つ
い
て
も
考
慮

-

保

存

科

じ
川
一
-
ト
五
日
へ
太
)
よ

一

致
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
度
に
お
き
ま
り
二
十
七
日
(
土
〉
ま
で

一

し
て
は
と
り
あ
え
ず
臨
床
科
U
を
送
ぴ
ま

一
二
、
講
習
料

H
一
し
た
。

一

科

U
五
千
円

(
な
る
べ
く
受
諦
由

肘
一

多
数
同
窓
各
位
の
御
参
加
を
別
待
致
し
込
み
と
同
時
に
お
納
め
下
さ
い
)
。
一

6

一
ま
す
。

一
一
一
、
申
込
期
日

一

例
一
な
お
、
誠
に
勝
手
で
は
あ
り
ま
す
が
、

一

七
バ
互
け
ま
で

一

利
一
受
講
希
望
者
が
多
数
で
、
十
分
な
説
習
け
許
習
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
概
略
を
第

一

同
一
的
を
栄
す
乙
と
が
困
難
と
忠
わ
れ
る
場
合

↑
二
頁
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
が
、
詳
細
は
一

ω
一
に
は
募
集
を
先
着
順
で
打
切
る
こ
と
が
あ

一
御
申
込
み
者
に
後
日
直
接
お
送
り
致
し
ま

一

り
ま
す
政
、
乙
の
点
予
め
御
了
承
を
お
願

-
す。

い
致
し
ま
す
。

東京歯科大学同窓会会報

左
記
に
よ
り
同
窓
会
主
催
に
よ
る
講
演
会
を
開
催
致
し
ま
す
の
で
、
万
障
お
繰
合
せ
の
上
御
参
会
下
さ
い
。

日

時

昭
和
三
十
八
年
六
月
二
十
三
日

(
日
)
午
後
一
時
J
問
時
半

場

所

母

校

講

堂

一

「
兎
唇
口
蓋
裂
の
治
療
」

山

橋

庄

二

郎

助

教

授

近
年
わ
が
同
で
は
兎
属
及
び
口
蓋
裂
と
い
う
一
一
間
の
奇
形
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
サ
リ
ド
マ
イ
ド
奇
形
児
の
問

題
も
生
じ
、
故
近
は
先
天
性
奇
形
が
一
般
の
注
U
を
ひ
い
て
い
る
。
私
は
昭
和
三
十
五
年
以
米
、
大
井
、
長
尾
両
教
授

指
辺
の
下
に
、
兎
属
口
蓋
裂
の
治
療
に
専
念
し
て
い
る
の
で
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
述
べ
る
。

川
間
以
近
わ
が
教
準
一
を
訪
れ
た
兎
唇
口
蓋
裂
由
占
有
一
八
二
名
の
分
析

倒
川
弘
在
行
っ
て
い
る
兎
居
第
一
次
形
成
術
、
兎
婦
修
正
手
術
、
兎
民
外
必
修
正
手
術
、
口
属
移
梢
術
、
口
義
裂
形

成
術
、
附
以
弁
移
川
帆
術
な
ど
の
各
種
手
術
法

ω
兎
属
口
蓋
裂
患
者
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
イ
シ
ヨ
ン
と
く
に
口
蓋
裂
患
者
の
言
語
治
療

「
全

身

麻

酔

」

田

村

八

郎

助

教

授

全
仲
間
麻
附
の
急
速
な
進
渉
と
相
侠
っ
て
、
外
科
手
術
は
著
し
く
発
達
し
た
。
本
山
淋
附
法
は
、
歯
科
界
に
も
湾
入
さ
れ
、

現
布
、
そ

ω瓜
川
法
に
つ
い
て
研
究
山
中
で
あ
る
ο

引
に
本
山
川
昨
法
は
、
恋
性
腕
抑
制
手
術
に
け
以
も
多
く
利
川
さ
れ
、
そ
の
麻
附
孔
(側
を
発
揮
し
て
い
る
。
木
教
室
で
行
つ

に
か
か
る
症
例
の
全
身
麻
附
法
に
つ
い
て
の
研
究
結
処
を
紹
介
し
た
い
。

一
方
こ

ω全
身
麻
附
時
の
楽
剤
の
シ
ョ
ッ
ク
に
対
す
る
臨
床
医
家
と
し
て
の
救
急
処
世
法
は
大
切
れ
は
こ
と
で
あ
る
の

で
そ
れ
に
つ
い
て
も
述
べ
た
い
。

「
社
会
保
険
診
療
に
つ
い
て
」
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浦
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会

事
務
局
長
に
対
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永
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の
御
功
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顕
彰
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べ
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記
念
品
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呈
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を
催
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ま
す
。

却額闘繭蝉酒量

フ

約

川

一
氏

リ

生

レ

山

山

市

念

虫
記

今
たL

w
n
 

t
A
 

内

政

げ

会

-

掲
昨
日

一

に

名

一

け

彦
入

来
室

本
教

桜

一

瞳醐
時恥_sゐ崎

ゑ京wlλ今l

y
t、r
'
J
P
J
〉
〉
〉
;
〉
〉

I
E

〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
}
〉
」

…

講

演

会

開

催

御

通

知

ー

一

容

夏

期

講
習
会
議
習
科
目
と
内
容

e
e

-

-

・;
・
・
:
:
・
:
:
:
・
2

…

内

一

必

定

年

退

職

御

挨

拶

・

・

:

:

:

:

・

5

一

制

各

地
同
窓
会
の
う
ご
き

5

…

…

ク
ラ
ス
会
だ
よ
り

:
:
:
:
j
i
--:
・
:
:

6

一



能し金 七七七
でま冠東 持 注矯仏)月の式削月析正月 期
寸 寸鉄歯 参 下おの特 正 (B)十基( 、十 K 治十 日
'--" 0 、型 ね さ申二 l乙誠治別七本斎 (B)六つ療五 並

なマ矯 が い込組実習 療 々 日 l乙藤矯日いの日 ぴ
おレ正 う 。みに習 内 の に(つ式正(て前(に
当ツセ 器 のわは 容 予 実 水 い 〉 装 火 準月 議
日トツ 械 時け装 は後習)て属医〉 備 )習
器(ト そ にて置別 l乙 ・突 ・側に識 に議 内 伊掛成 山 延山西椎瀬大山若手
械尖 、の f吋行 t乙記つ臨習 (B)装つ義 つ義 容 藤 川 瀬 口 Jゐ本口名端内本藤
類習金 他 れいつ のい床、双古い及 い及 宣幸11隆敏三 定統正英義
は材属 かまい通て実~~線おてぴ てび 昌子雄総男陽彦治之男茂久
御料ヤ をすてり 、 習学孤ょ ・ ~ 、実
購はス 御の ωで 見 、線ぴ ω習 症習 助助諸説講講講諮講助教教名
入用 リ 指で 、 す学説装~ H 、 伊u• 教
可 意 、 定 価)が ・義置着 S 分矯 手手師師師師師師師授授授誉

七七 七
講 ロ O材な顎ピラ 1 ポダ 持 ツ製月材月ト支尖権支月 期
師膝 円 4frお仁l'ン 、ボラ イ参ト 陶 二 築十リ台習 模 台 十 回

全ZZJ213LZZゑ2部I子音;雪ム講習23
刊 議 費 ト ま ト 夕 、ンン う ウ装 ( 銚 ( ス 印 去製 印 ( に

習(リ fこぷス彫ポド 器 ン の 土 成 金 調 象 歯 ・象木 講
料ーツは辛ス刻イポ 械 のポ'--" . '--"製採牙マ採〉 習
の 只 F 犬畜パ 万 Y イ そ 調 l示 会示 得 I乙 ト得示 内 海腰海石阿 |刻北
他 O ス歯牙チ 、トン の 製セ説熔説 ・ よ リ ・ 説 容 上原洲ヲ1:部根付
l乙O 用)ーユ石 、ト 他 ν 及 、及 陽る γ 陽 、 隆馨精f 1勝
頂円自作画ラ膏ノ ミま ンぴ全ぴ 型支ク期支 男好一恒孝弘街

ii者意単一三 l、G J喜墨書 霊高品費高 李助 助助 講助教
す五 、白 大科チラカ ャ 、室 、 ・形製 ・形院 教
。O陶衣上用ュパ I ケ既習陶 マ成、間成 生手手手 師 授 授

七 七 七七
そ 法月 期 講保 白 持 口いr.t二 X 刀 の 月診シの学月 期
のに 二 日 師 衣 参 院 同 ) 線 二 解二断ョ診療二 日
対よ十 並 存 、ね 外所 ・慢十 説十とツ断法十 並
策る五 び マ が 科麻 X 影四 ・三処 P とと二 ぴ
・箆日 に 科 ス う・ i酔 線 法 日 各日置 、療抗日 に
f~ 洞( 講 ク 品 質薬フの(種 r， r-山法生(講
険形木 習 疑のィ実水手火実血 ・物月 習
診成〉 内 (大，:':jIIIJ森波|対 応優ノレ際)術)習な救質〉 内 吉成，:';j氏 鈴 大 倉 仁l'旧高長
療 時端 容 そ骨折fl凶本辺;jR 答劣ム(示 の 示をど急 j討 議 容 凶毛北米木森繁久村飯尾
と の義 の 根一 幸 冨永 ・の口説供説含 ) 処法義 滋二義英和的準 喜 八崖存
充歯 、 他正袷 11主催 土滋 社説内及覚 、む ・置 ・、 美郎彦峰男弘之喬郎二長
填髄各教 史 夫 会方法ぴ各)顎(顎最 助.ft[s
傷種室講助助助教 保 ・ 、講種骨脳関近議論議論議前講助助助教
筈切只助教教教 険新口義 手 折貧 節の 教教教
と消IJ '-'手師授授授授 と し 外 、 術 の血症化 師師師師師師師授授授授

申 費に念ト依 に会十な疫な表 え て 二 近し p の | 七 七
込(闘に ラ 頗 校 111主 に余い未ど の 会て 、十 藤 ま 今 ホ歯去 lモレレ月ょをノレア月
み五係本 、し歌 lめ ふ 年 記 亡 で 送 の 、各一三れ般 ノレ科る |を ジ ジ 二 る含ガマ二
下河各レ 二 ての らさ 、念人終辞前きブJ 日 rusつ母 ム 教 五 |含ンン十隔なムノレ十
さ I'~ 位コ却j あ前 iれわ誰宴常りお半わ菌東教つ校 近 に育月 =1むのの七壁〉充ガ六

L;ii;ii需ぉA:uzii:;ii512EIZT51;23iiまfii
装致大団 t:.ム 終会愛 つの い藤念大六第念れ制 郎 fこの主 郎 lマ法的〉習歯公工〉
送す学 l乙示品 知 |会はきた 背 て教品に 0一会る算 教 。実 可 教 |ル(性示。牙畢学示

室?32i雪ら|占話f4宅ム雪壁 221q22 授 | 契袋三 富 I ~ 雲ヰ司 右主程要
。 目大レの作 り |藤な名校乾花思式九愛ノレ去と共 記 |ヵ察崎 タト 1 、l乙ftn即 膏よ状ぴ

lii:31せ1331213iilzHti;gli;担liiEIfij雪
て中設吹 l'iJぃ ト一一一 一一一一一一一 盛 十 、母 に 」← 一一ー
頒で資込氏て l 退万 会 一午校 出

布あい指予 |園田園田盟国組盟国す 器 裡 )J後 ω発 |
致り募が卯て 1- 噂聞彊置F司語圏・』・唖轟轟誼園田 ー 下九命 さ |
しま集 終 、か 圃 嵐ご宮蹟忌聴事若宮司圃園田 れ拍 (;: 何時に る |
ますに了東ら 置置樟E手 唱 ~司園Ff終 IK半よ
す 。応 致芝作 膚zaEt二三.... :ES" 与 る I1;J、り
のな募しコ曲 I r ，- ll2i '!'I?副圃圃圃... ‘畠 デ 1朝羽欧

でお 下 ま ン者 岨・・・pt:二r-.返?守唄喧・・.~さ回洲
本、 さ し サ の 1.司・ι:lIIIIiP _1てム4・園田 口 lれ空新

学 希れた l叫1 I・・・・・・..， =‘r:，d墨画圃圃園 二 ，る港 liiI
庶 虫た 。ト田 沼・・・--・・周E・・h企画・・_，-; 1-1'よ並
務 者同乙オ緋 1・・・・・贋IC'I!!也.. __ .ー・・・7 i定りぴ
課 K 窓 れ l作 I!O ...... ・-園田E 魁・圃園田園・ ~ I。ス t乙
Kiまれほ | 司 一一一一一一一 一 ふ i ト米
お 尖ぴ ，iGス l乙 | 1 i乙 i

講

習

科

目

と

そ

の

第92号 (2)

矯

正

科

講
師

東京歯科大学同窓会会報昭和313年 6月 5日

内

容

補

綴

科

「
ポ

1
セ
レ

ン

・
ジ
ャ
ケ
ッ

ト

・
ク
ラ

ウ
ン
の
調
製
」

講
師

大
井

清ー

教

合
レ
ジ
ン
の
研
磨
法
〈
患
者
に
よ
る
デ

モ
を
含
む
)

持
参
ね
が
う
器
械
そ
の
他

白
衣
、
抜
去
歯
牙
(
上
顎
前
歯
、
小
臼

品問
、
大
臼
歯
各
二
歯
計
六
歯
〉
、

切
削

川
出
械
(
但
し
エ
シ
ジ
ン
、
ハ
シ
ド
ピ

ー
ス
を
除
く
)
、

模刑一
一は
当
方
に
て
川
怠
し
ま
す
。

授



旧
学
位
令
に
よ
る
昭
和
三
十

一
年
よ
り

四
年
間
の
学
位
受
領
者
に
つ
い
て
(
完
)

東京歯科大学同窓会会報

川、

博
士
等
は
現
に
母
校
の
助
教
授
団
の

主
涜
と
な
っ
て
お
ら
れ
る
。

思
う
に
大
正
十
年
卒
迄
の
各
ク
ラ
ス

は
、
期
江
、
矢
崎
、
斎
藤
、
福
島
、波
辺
、

溝
上、

高
、
杉
山
、
大
井
教
授
な
ど
尚
早
に

今
回
は
題
名
の
昭
和
=
干
一
年
よ
り
三
一
(
五
%
)
と
い
っ
た
希
少
な
も
の
で
あ
る
。
十
大
学
教
授
級
数
名
だ
け
が
有
学
位
者
で
、

十
四
年
迄
に
学
位
を
得
た
専
門
学
校
及
び
乙
れ
が
附
和
七
年
卒
の
私
の
ク
ラ
ス
は

二

昭
和
六
年
卒
ま
で
ほ
ぼ
そ
の
傾
向
を
維
持

大
学
出
身
の
一
三
四
名
と
其
他
の
同
窓
八
五
O
名
中
二
十
一
名
(
一
四
%
)
の
有
学

一
し
つ
つ
も
、
年
々
僅
か
乍
ら
卒
業
生
の
向

名
を
加
え
た
三
二
二
名
の
名
簿
を
掲
げ
位
者
に
ハ
ネ
上
っ
て
、
こ
の
高
率
を
延
々
一
学
心
上
昇
の
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
特
に
昭

て
、
こ
の
稿
を
終
り
た
い
。
う
ち
逝
去
者
昭
和
十
六
年
四
月
卒
迄
維
持
出
来
た
理
由
一
和
二
年
卒
組
で
は
一
一
%
も
が
有
学
位
者

(・
印
)
五
名
で
、
今
期
学
術
会
議
第
七
は
、
卒
論
提
出
を
義
務
づ
け
さ
れ
た
た
め

一
た
る
事
実
は
、
北
村
、
副
島
の
両
教
授
、

部
歯
学
有
権
者
(
O
印
)
は
二
三
六
名
で
と
思
う
。
昭
和
十
六
年
十
二
月
に
、
戦
時
一
大
久
保
、
小
林
両
博
士
が
級
友
に
及
ぼ
し

あ
る
。
従
っ
て
生
存
者
一
三
四
名
中
の
有
の
特
例
た
る
、
繰
上
げ
卒
業
で
三
年
半
制
一
た
直
接
、
間
接
の
影
響
と
見
て
よ
い
の
で

権
者
ギ
は
七
五
%
で
あ
り
、
昭
和
三
十
年
の
月
足
ら
ず
組
が
始
め
て
出
て
、
有
学
位

一
あ
っ
て
、
昭
和
四
年
卒
組
の
二
一
%
も
ま

迄
の
凶
二
%
、
最
終
の
三
十
五
、
六
年
の

一者
ギ
は
一
進
一
退
し
乍
ら
も
、
終
戦
時
卒

一
た
戸
塚
、
今
井
両
教
授
、
わ
け
で
も
藤
正

平
均
七
三
%
に
比
し
故
高
半
を
示
し
て
い
組
は
一
九
%
を
示
し
た
。
昭
和
二
十
二
年

一博
士
の
愛
級
心
の
発
露
と
考
え
ら
れ
、
こ

る
。
か
く
て
同
窓
で
旧
制
医
博
の
学
位
を
一
卒
組
か
ら
再
び
四
年
制
に
一民
っ
た
が
、

一
一
の
両
ク
ラ
ス
は
当
時
の
花
形
と
賞
讃
さ
れ

得
た
者
は
、
本
紙
上
過
去
三
団
連
記
の
も
八
三
名
中
、
突
に
四
十
五
名
(
二
五
%
)
一
て
よ
い
。

ζ

れ
が
前
述
の
卒
論
提
出
の
義

の
と
合
せ
て
計
八
二
三
名
と
な
り
、
逝
去
一
の
大
量
有
学
位
者
を
出
し
た
。
こ
の
組
は

一務
づ
け
の
影
響
で
一
躍
一
四
%
台
に
有
学

者
=
一
十
四
名
差
引
き
生
存
者
七
八
九
名
中
三
年
生
の
時
が
終
戦
時
で
あ
り
、
勉
強
も

一位
者
率
が
上
昇
し
、
そ
の
後
一
進
一
退
し

の
有
権
者
は
五
一
六
名
で
、
そ
の
率
六
六

一録
々
山
米
な
か
っ
た
こ
と
が
、
却
っ
て
戦

一
つ
、
終
戦
時
卒
組
の
一
九
%
に
及
ん
だ
こ

%
と
な
り
、
母
校
同
窓
並
に
紘
故
者
中
の
後
向
学
心
を
そ
そ
り
最
高
率
の
栄
誉
を
荷

一
と
は
前
述
の
泊
り
で
あ
る
が
、
昭
和
七
年

有
権
者
総
数
九
百
名
に
は
、
こ
の
五
二
ハ
一
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
ピ

I
-卒
の
松
井
、
米
沢
、
八
年
卒
の
長
尾
、
山

名
が
当
然
含
ま
れ
る
沢
で
、
そ
の
比
率
は
ク
と
し
て
二
十
コ
一
、
四
年
卒
組
が
二
十
二

一本
、
村
瀬
、
九
年
卒
の
三
崎
、
十
年
卒
の

五

七

%

で

あ

る

。

一

%

を

示

し

て

い

る

。

た

だ

し

、
二
十
五
年

一木
村
、
中
村
、
十
一
年
卒
の
加
藤
(
倉
)
、

明
治
四
十
一
年
母
校
専
門
学
校
卒
か
ら
の
卒
業
生
数
は
戦
後
最
高
の
一
九
四
名
で

一加
藤
(
孝
)
、
十
二
年
卒
の
竹
内
、
榊
原
、

昭
和
三
十
年
卒
迄
の
山
身
者
計
六
、
二
九
一
一
二
十
九
名
(
二
O
%
〉
の
上
位
を
示
し
て

一
十
五
年
卒
の
酒
井
、
十
七
年
卒
の
上
条
、

コ
一
名
で
あ
る
が
、
乙
の
第
一
期
生
よ
り
四

一
い
る
が
、
漸
減
し
て
専
門
校
最
後
の
二
十

一
鵜
養
、
原
の
諸
教
授
は
、
母
校
内
外
の
指

十
四
年
ま
で
の
九
十
四
名
の
卒
業
生
中
有

一
七
年
卒
組
は
一
四
%
と
い
う
、
戦
後
最
低
導
教
授
の
花
形
で
あ
っ
て
、
昭
和
五
年
母

学
位
者
は
三
名
(
三
%
)
で
、
大
正
元
年

一
率
に
下
落
し
た
。
三
年
制
の
旧
制
高
校
相
一
校
卒
の
松
宮
、関
根
両
教
授
に
つ
づ
い
て
、

よ
り
は
年
間
百
名
前
後
の
卒
業
生
に
対
し
一
当
の
母
校
大
学
予
科
出
身
組
た
る
二
八
、

一、
揃
っ
て
強
将
振
り
を
発
揮
し
て
お
ら
れ

ほ
ぽ
同
率
に
出
て
い
る
。
専
門
学
校
三
年
一
二
九
、
三
O
年
卒
組
は
、
百
名
以
下
と
い
一
る
。
そ
の
ク
ラ
ス
か
ら
研
究
指
導
者
が
出

半
制
は
大
正
十
年
迄
つ
づ
い
て
、
乙
れ
が

一う
恵
ま
れ
た
少
数
精
鋭
主
義
の
教
育
を
受

一
れ
ば
、
同
級
生
に
よ
い
刺
激
を
与
え
て
向

十
二
年
に
な
る
と
四
年
制
と
な
り
卒
業
生

一
け
た
も
の
で
、
始
め
て
の
大
学
卒
の
プ
ラ
-
学
、
り
を
そ
そ
る
こ
と
は
昭
和
時
代
に
入
つ

数
は
百
数
十
名
に
増
加
し
、
有
学
位
者
も

一
イ
ド
の
せ
い
も
あ
っ
て
か
平
均
二
三
%
と

-
て
か
ら
の
著
明
な
傾
向
で
あ
っ
て
、
英
雄

年
間
十
名
を
越
え
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

一
有
学
位
者
も
多
い
の
で
あ
っ
て
、
学
外
の
一
崇
拝
主
義
が
は
び
乙
っ
た
明
治
、
大
正
時

昭
和
六
年
迄
の
専
門
校
全
卒
業
生
二
、
四

一
山
本
博
士
の
他
、
見
明
、
坂
旧
、
関
根
、

一代
の
風
潮
と
は
大
い
に
異
る
と
こ
ろ
で
あ

一
O
名
中
の
有
学
位
者
は
僅
々
一
二
四
名

一
羽
賀
、
佐
藤
(
徹
)
、

高
添
、
恩
問
、
石

一
る
。
学
外
の
研
究
行
政
機
関
の
主
宰
者
又
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乙

は
実
力
者
た
り
し
、
重
浦
8
、
佐
藤
9
、

一ら
れ
た
こ
と
を
付
記
す
る
。
又
旧
制
限
博

高
木
印、

松
川
口
、
岡
本
日、

小
山
ロ
、

一計
三
四
三
六
名
を
出
身
学
校
別
に
見
る
と

堤
目、

深
回
目、

佐
藤

5
・也、

板
倉

5
・由

一東
歯
八
二
三
、
大
歯
六
八
一

、
日
大
樹
六

徳
植
巴・也、

奥
村
N
0
・u
、
片
山
N
0
・由、

一二

一
二
一

、
※
医
歯
五
O
六
、
日
歯
四
五
二
、

木
N
0
・∞
の
諸
博
士
の
存
在
は
、
大
正
時
代

一※
九
歯
二
一
七
、
城
歯
五
五
、
両
女
歯
専

卒
の
向
井
刷
、

池
田
刷
、
栃
原
開、

和
国
計
六
二
、
検
定
そ
の
他
一

九、

と
な
る
。

ω、
山
村川刷
、
重
滞

ω、
大
西
伸
、
久
保
一
(
※
医
学
校
出
身
者
を
含
心
。
)

国
側、

矢
島

ω、
松
野

ωの
諸
博
士
共
々

O
福
山
秀
策
的
問、

岡
山
治
清
、
O
長
谷
川

大
学
教
授
と
ほ
ぼ
同
等
の
影
響
を
級
友
に

一筒
(
以
上
帥
)
、
白
須
賀
二
郎

ω、
O
岩

及
ぼ
し
て
い
る
と
恩
わ
れ
る
。
向
母
校
内
鶴
俊
男
、
藤
井
博
(
以
上
紛
)
、
安
藤

外
の
助
教
授
団
の
上
層
部
と
し
て
、
坂
本

一義
一

、
O
柿
原
不
器
郎
、
関
野
格
郎
、
0

口、

渡
辺
見・也、

長
谷
川
口・由
、
和
問
広

一瀬
戸
俊
て

O
山
下
又
次
郎
(
以
上
2
)

・由、

凶
村
戸
田
、
鈴
木
戸
由
、
橋
木
戸
∞

O
小
宮
山
昌
雄
、
O
似
鳥
武
雄
、
O
畑

高
橋
N
0
・也、

正
木
N
0
・∞
の
諸
博
士
が
活
躍
孝
堅
、
O
山
路
千
秋
(
以
上
3
)
、
O
安

せ
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
戦
後
の
川
熊
幻
、

東

猛

、
O
秋

尾

栄

、
O
小
谷
虎
次

西
村

n
、
中
久
喜
お、

大
内
川品、

森
本
M

郎、

O
日
橋
初
太
郎
、
O
紋
川
福
繁
、
O

川
島
ぉ
、
河
西
ぉ、

鈴
木
初、

川市須
%
の
深
沢
一
佑
、
O
細
野
彦
男
(
以
上
4
)
、

現
役
助
教
授
講
師
級
に
脈
々
と
と
し
て
、

O
木
村
者
利
5、

O
大
西
延
治
、
O
河
辺

学
究
心
が
引
継
が
れ
て
、
昭
和
二
十
八
年

一清
治
、
O
島
田
宗
武
(
以
上
6
)
、
O
相

以
降
の
歯
大
卒
で
学
問
の
開
花
、
結
実
が

-
場
市
良
、
O
大
場
明
徳
、
O
木
木
信
義
、

ピ
l
p
に
達
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
O
熊
野
千
太
郎
、
佐
藤
直
一
房一、

O
関
根
友

特
に
大
正
時
代
卒
の
岡
本
、
岩
垣
、正
木
、
-次
、
O
旧
中
勝
雄
、
O
中
野
三
郎
(
以
上

兵
藤
、
岩
沢
の
学
外
五
教
授
の
他
、
国
立

7
)
、
O

葦

沢

悠
、
O
潜
水
亥
熊
、
・

東
京
第
二
病
院
の
佐
々
木
幻、

国
立
療
養
須
藤
秀
夫
、
O
中
村
栄
次
、
O
森

壱

朗

所
東
京
病
院
の
佐
藤
口、

国
立
武
蔵
療
養
O
山
口
玄
洋
、
O
吉
井
三
郎
(
以
上

8
1

所
の
木
本
7
の
諸
博
士
は
今
も
学
界
に
活
O
安
保
正
成
、

飯
山
川
仁
、
O
加
藤
久

躍
し
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
他
の
同
窓
の
有
二
、
佐

々

木

洋
、
O
田
中
正
業
、
O
藤

学
位
者
五
十
一
名
中
、
学
外
か
ら
母
校
へ
一
正
楳
夫
、
O
藤
本
敏
雄
、
真
下
泰
司
(
以

お
迎
え
し
た
金
竹
、
伊
藤
、

m村
、上
回
、

一
上
9
)
、
市
之
川
正
二
、
市
川
宗
光
、
O

鈴
木
の
五
教
授
と
森
下
、
佐
藤
、
堤
の
三

一岡

本

伝

、

小

林

京

、
O
佐

々

良

、

助
教
授
が
含
ま
れ
て
お
り
、
揃

っ
て
基
礎

一
O
千

寿

誠

、
O
西
川

利
、
弘
山
秀
直

学
担
当
者
で
あ
る
。
(
市
川
病
院
省
略
)

一
(
以
上
叩
)
、
O
朝
倉
重
美
、
板
垣
正
太

以
上
、
現
存
者
を
中
心
と
し
て
述
べ
て

-
郎
、
O
榎
本
越
、
O
国
本
朝
雄
、
花
沢

き
た
が
、
専
門
学
校
出
身
者
外
の
佐
藤
、

一

清
(
以
上
日
)
、
O
相
田
孝
信
、
大
平

小
野
、
生
旧
、
近
藤
の
諸
教
授
を
除
い
て

一

実
、
大
多
和
彦
て
O
川
崎
誠
蔵
、
川

は
、
花
沢
、
奥
村
、
遠
藤
、
岡
旧
、
中
川
、

一崎
精
一

、
O
榊
原
悠
紀
旧
郎
、
O
末
続

西
村
、
中
井
、
弘
田
の
諸
教
授
は
揃
っ
て

一寛
、
O
鈴

木

信

、
O
竹
内
光
春
、
坪
谷

良
い
指
導
者
で
あ
ら
れ、

総
て
故
人
と
な

一金
信
、
O
中
山
順
弘
(
以
上
ロ
)
、
・
大
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木
忠
雄
、

小
木
原
英
雄
、

O
角
野
長
与

O
松

原

学

、
O
正
木
光
児
、

O
三

木

雄

、
O
土
口
岡
在
(
以
上
お
)
、

O
天
野

太
、

O
草
柳
が
一
郎
、
O
小
林
覚
て
小
品
作
、
山
村
武
夫
、
O
波
辺
孝
夫
、

(
以
上
引
近
、

O
五
十
嵐
完
治
、
O
大
森
所
樹
、

村
山
之
助
、
の
成
川
歳
己
、
O
松
本
謙

一
、
N
0
・
3
、

o
tH木
進

、
荒
井
賢
一

、
AF
O
加
山
内
似
て

の
片
山

健
、
O
児
須
一

山
本
鉱
司
(
以
上
日
)
、
浅
野
尖
、

¥

村
嘉
孝
、

の
ル

上

筒

、
の
小
見
前
向
、
夫
、

O
鈴
木
和
男
、

O
山

辺

別

、
の
械、

伊
藤
一
時
久
、

O
江
部
川
知
広
、

O
菅
野
哲
片
山
恒
男
、
O
神
山
二
郎
、

O
金
子
山
川
川
沖
止
、

O
狭
山
茂
樹
、
O
安
原
英
司
、

司
、

O
泊
什
琢
郎
、

出
氷
山
武
札
(
以
上

O
小
谷
会
辺
、

の
小
森
作
刻
、

佐
熊

山
下
正
雄
(
以
上
初
)
、
O
小
川
開
成
、

U
)
、
い
阿
付

4

夫
、
加
隊
興
弘
、

O
斎
藤
守
、

O
酒
匂
除
夫
、
O
角
余
鋲
夫
、
川
村

O
船
山
川
町
夫
、

O
岡
本
孝
、
々
、川
内
川
英

利
批
、
・
い
け
川
矯
郁
夫
、

O
野
呂
附
川
、

o

wm、

n
m筑
位

、
の
栃

原

博

、
O
雄
、

O
佐
孫
一
宜
、
杉
川

一三
児
、
玉
作

株
久
正
、

O
士

U帆
即
時
旬
、
()
吉

井

久

一

μ
辺
三
千
男
、
長

安

消

、

O
て
附
吃
則
一
斉
附
、

O
防
口
約
係
、

O
宮
内
孝
加
、
0

(
以
上
回
)、

O
相
原
健
男
、
入
れ
政
川
、
彦
、
四
村
正
却
、

O
橋
本
慶
一
郎
、
ハノ
弘
渡
部
一
雄
(
以
上
幻
)
、

o
rい塚
達
夫
、

抜
本
山
司
、
小
笠
原
光
梨
、

O
北
川
賞
旧
仁
哉
、

O
松
間
正
日
力
、
O
山
本
市
、

。
佐川内・倣

一
郎、

勺
坂
凶
三
弥
、

O
桜
パ

保
、

O
小
池
千
白
、
鈴
木
勲
夫
、

「
花
問

。
山
本

一
成
(
以
k
m
)
、

O
μ
ル
欣
一
峯
夫
、

O
抵

抗

、
の
宝

川

忠

、
の

広、

い
氏
(働
州
郎
、
別
内
鎮
夫
、

パい
本

市

川
時
保
、

O
岩
沢
正
和
、

ο…
御
老
原
日
比
川
市
、

の
山
本
勝
一
(
以
上
初
)
、

多
凸
円
市
、
松
本
穴
州
(
以
上
問山
)
、

o
r引
い
、

O
河

合

幹

、

O
北
村
宗
久
、

0

0
児
沢
明
功
、

O
川
小
川
川
禾
、

O
EH川
添
一

仏
八
ム
徳
、
い
大
山

稔
、
つ
木
村
亮
治
、

一
西
条
征
男
、
つ
佐
藤
勝
也
、
O
梅
津
栄

一

郎
、
O
h品
川
柄
、
尚
山
基
比
土
口
、

O
版

。
同
仏
義
一
郎
、
小
林
与
一
、
佐
久
間
五
-
一

O
杉

山

山

て

江

原

健

、

谷
口
円
前
土
田
辺
一成
、

O
一
千
問
削
川
、
(い
丸

山

勝

、

男
、
の
刈
橋
勝
必
、
林
一
日
川
栄
、

O
林

雄

、
館
山
詳
て
小
川
京
俊
、

O
成
川
嘉

O
依
川
胤
正
(
以
上
m
U
)

、
O
秋
川
照
松
、

芳
雄
、
松
平
邦
夫
(
以
上

5
・
HM
)、
(い
池

則

、

O
小

村

正

、
O
野
本
題
邦
、
蕨
沢
宇
野
昭
二
、

O
M
沢
佐
太
郎
、

O
鈴
木

川

iu、
の
鵜

長

弘

、
大
山
栄
て

つ

暁
美
、

O
福

岡

山

、
O
松
本
中
て

の

央

、

堤

路

、
O
徳
光
義
明
、
・
橋
口

一

大
野
喜
市
、
O
坂

正

義

、
真
保
弘
、
矢
内
九
州
U

(

以
上
お
)
、
O
明
楽
和
雄
、

近
義
、

o
m
長
日
日
(
以
上
そ

ω他
)

一

ハυ
μ
川
恒
夫
、

C
鈴
木
秋
雄
、
・
鈴
木
耕

O
大
内
英
国
力
、
O
太

川

災

、

O
小

一

川

|

(

完

)

|

て

O
杉
山
長
男
、
の
外

三
千
介
、

O
立
、

O
北
村
実
郎
、

O
駒

橋

武

、
O
坂

長
谷
川
正
成
、

O
矢
ケ
崎
康
(
以
上
ミ

井
和
雌
、

O
品

川

孝

、

O
杉
本
足
孝
、

前
号
学
位
記
事
訂
正
平
岡
心
輝
、
大
川

・
3
、
O
板
倉
一
民
、
O
UK内
秀
夫
、
f
熊
鈴
木
作
之
、
O
武

久

滋

、

O
長
束
長
雄
芳
樹
印、

を
追
加
す
る
(
似
し
・
松
尾
鉄

谷
一
義
、

O
出
川
政
文
、
O
小
山
一
是
正
、

一
O
長
井
義
一
時
新
川
義
日
目
、

O
凶
一
尾
宏
之
助
)
O

結
局
本
文
中
の

『同
窓
二
三
六
名

J
J行
バ
f
位
者
小
・
印
計
」
-
|
八
名
、
O
印

O
鈴
木
芳
灯
、
鈴
木
弘
一

、
O
山
川
武
作
、
英
、

O
細
川
安
徳
、
の
帆

足

望

、
O
三

L
卜
八
名
で
、
生
存
者
二
O
八
名
山
中
の

O
小
嶋
賢
、
松
本
夜
行
、
O
吉
岡
達
雄
、
品
半
左
衛
門
、
O
村
上
忠
正
、
の
森
本

一一
%
強
に
山
1
る。

』
と
訂
正
し
た
い
。

和
田
智
雄
(
以
上

5

3
、

O
会

川

山

催

、
山
口
和
夫
、
和
川
川
志
、

O
渡
辺
聖

l

-

山
川
重
彦
、

O
飯
川
精
て
大
川
重
保
、

一
て
渡
辺
敏
雄
(
以
上

μ
)
、

O
天
野
ま
た
生
旧
信
保
八

O
不
要
)
。
稲

本

忍

、

玉
井
俊
治
、
下
原
判
光
、
柏
村
毅
、
杉

大
村
林
木
、

O
小
寺
八
郎
、

O
片

山

宏

忠

、
荒

木

雅

、
O
石

和

田

清
、
O
石

山
正
彦
、
松
木
俊
一
株
mu
、
佐
藤
敏
治
(
以

O
菊
地
附
て

O
城
所
進
、

O
鹿

野

善

塚

武

、

O
女

川

消

、
O
大
山
万
夫
、

l

J

l

上
O
必
要
)
。

卒
業
年
灯
七
は
、
山
崎

孝
、
嶋

村

晃

、
の
関
谷
三
郎
、

O
H
キ

O
小
山
幹
夫
、
O
HKH
昇
、

O
河
江
力
-

-

尖
7
、
え
よ

1
3
0

八
郎
、
の
徳

杭

進

、
沼
旧
丈
治
、
O
橋

男

、

O
河
西
一
秀
、
。

、
h
文
住
、
O
桜
一説
3
、
佐
保

μ

f

J

r

l

l

d

J

I

か
つ
附
利
三
卜
抗
年
作
乍
位
台
に
、

O
引

本
京
て

O
渡
辺
一
一
い
半
ハ
以
上
戸
田
)
、

升
首
相
人
、

O
斎
熊
季
夫
、
白
須
賀
美
樹
、

一
上

真

、

O
中
条

弘

8
、
O
山
焔
一
夫

O
小
野
繁
忠
、

O
奥
村
晴
一

、

O
上
脇
英
一
回
崎
久
雄
、

。
向
橋
北
夫
、

O
HUK川一

雄
、

O
栗
山
手
陣
、
九
津

見

仰

、
O
久
一
哉
、

O
ギ
川
光
町
、
O
村
上
守
正
、
O
森

ロ、

O
村
川
九
州
ミ

-Z
、
三
十
六
年
組

木
尚
一
広
、
協
野

μ
一
、

O
川
崎

敬

、

一
内

設
、

O
森
川
多
釘
…
断
、

O
森
山
徳
い
い
討
に
、

O
柏
引
郁
三
郎
を
追
加
し
た
い
。

(
米
沢
生
)

O
土
屋
一
以
、

σ紡
岡
泊
て
橋
本
一
万

O
山
口

叩
、
O
山
口

正
、

O
芳
村
正
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一

去
る
五
月
一
一
一
日、

母
校
か
ら
病
院
長
大

一
と
協
力
を
要
望
さ
れ
、
切
角
の
御
招
待
に

一
井
教
授
御
夫
妻
、
地
元
愛
知
学
院
大
前
学

一深
謝
す
る
旨
の
挨
拶
が
あ
り
、
序
い
で
、

一部
か
ら
、
元
母
校
教
授
近
藤
三
郎
、
加
藤
一
近
藤
三
郎
教
授
か
ら
は
、
定
年
制
第
一
号

一孝
一
(
じ
星
会
)
両
教
授
を
お
迎
え
し
て
一
で
去
る
一
一
一
月
末
母
校
を
退
職
し
た
。
福

μ

一

|

一今
後
二
時
か
ら
開
会
し
た
。

一

県
生
れ
の
私
は
、
今
日
ま
で
愛
知
川
川
は
全

昭
和
二
十
年
九
月

一
併
越
な
川
ら
こ
同
士
と
も
市
l

川
崎
院
育
成

十

例
の
如
く
、
円
川
兵
一
会
長
の
遠
来
の
一
然
知
ら
な
か
っ
た
が
、
放

西
村
霊
山
先

一

本
学
予
科
の
開
校
に

一発
展
に
お
し
て
や
カ
と
御
指
沼
稲
援
助
寸

一各
先
生
の
御
来
駕
に
謝
亨
伊
」
表
し
、
多
数
一
生
、
只
今
の
大
井
先
生
と
い
っ
た
、
掬
科

一

遅
れ
る
こ
と
三
カ

↑念
願
し
ま
し
て
私
の
退
職
の
御
挨
拶
に
万

一会

i
〉

H
席
を
よ
ろ
こ
ぶ
骨
の
挨
拶
の
あ
一
界
の
重
鎮
の
生
れ
た
ζ

の
愛
知
県
に
、
縁

一

月
、
同
年
十
一
〉
百
十

一
え
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
存
じ
玄
す
。

的
l

一と
いよ
一
寸
千
七
午
度
小
の
庶
務

Enが
あ

一あ
っ
て
草
花
な
る
運
び
と
な
っ
た
。
駄

一

一一日
、

東
京
歯
科
大
学
市
川
病
険
カ
開
設
工
戦
後
も
当
分
の
問
、
引
き
つ
づ
き
廿
川

一り
、
会
計
担
沼
山
本
(
弥
〉
幹
事
の
会
計
一
馬
に
鞭
打
っ
て
働
く
覚
悟
で
あ
る
。
今
後

一

さ
れ
て
か
ら
早
く
も
十
七
星
霜
は
洗
れ
、
一市

院
…
川
崎
山
J

勤
務
中
で
あ
り
ま
し
て
、
広
報
告
が
な
さ
れ
、
役
員
改
選
を
計
っ
た
と
て
も
御
室
認
を
願
う
と
の
牧
拶
を
い
た
だ

一

7

っ
く
病
院
と
し
て
も
内
政
什
を
具
備
す

一片
の
y
J
京
f
る
諸
君
と
と
も
に
診
療
に
徐

-

一

く。

一

瀬
緑
ぷ
風
の
冗
川
寸
一
日
と
十
二
日
伊

る
に

fま
し
た
が
、
そ
の
間
私
共
関
係

一事
し
な
が
ら
最
後
の
裂
を
病
院
の
発

一
マ

「

i私

財

副

一

加
藤
孝
一
教
授
か
ら
は
、
漸
次
拡
張
し
一
義
川
温
泉
福
島
屋
ホ
テ
ル
で
母
校
よ
り

者
の
歩
い
た
道
は
決
し
て
平
坦
で
は
な
か

一展
を
は
守
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
将

一

/

刊

日

唱

明

併
比
杭
紅
建
司

一
つ
つ
あ
る
愛
知
学
院
大
歯
学
部
の
近
況
報

一福
島
学
長
、
松
井
教
授
、
同
窓
会
よ
り
川

っ
た
と

2な
が
ら
十
数
年
前
の
光
景
が
来
公
私
と
も
格
別
の
御
誌
と
御
白
誌
を

J

月
也
、
zk-、

一台
と
、
地
元
で
あ
る
か
ら
、
是
非
機
会
を
丸
会
長
代
理
、
長
山
理
事
を
お
迎
え
し
て

限

前

存

在

川

て

ま

い

;

す

。
加
う

一御
願
い
申
上
げ
ま
す

。

一

nv
s
m
m尚
昆

一得
て
参
観
に
と
の
御
好
京
が
あ

っ
て
、
私
川
席
者
六
五
の
椛
会
で
開
会
致
し
ま
し

る
に
、
附
和
三
十
年
に
は
原
因
不
詳
の
同

一

略

歴

一

¥
1偶
者

慣

が
模
型
迄
御
招
待
を
と
深
謝
さ
れ
た
。

た
o
H
に
し
み
を
山
と
た
洋
た
る
海

火
に
第
三
宮
は
焼
失
、

Z
干

三
年

明

治
一一
十
七
年
福
岡
県
山
生

一

二

極

窓

費

時

一

以
上
の
よ
う
な
裂
号
待
ち
か
ね
て
原
の
自
主
る
デ
ラ
ッ
ク
ス
な
伊
一

2

に
は
山
川
山

一十
4
米

の

水

路

に

見

舞

わ

大

正

八

年

母

校

卒

業

」

ず

畠

削
広
ド
h
門

p
g閣
i
一

こ
伊
東
か
ら
四
十
分
で
熱
川
駅
に
到
着
。

一

n
M
M吋
ぷ
1
唄
E
開
歯
菌
直

一
い
た
か
の
よ
う
に
、
終
る
と
直
ち
に
昨
日
が

l

れ、

A
L
館

床

上

浸

水

と

い

う

文

字

通

り

水

昭

和

八

年

刺

鮮

公

立

専

門

学

校

大

一

F
6
4
M守
ゐ
倫
明

n
E
一

吹
上

T
る
熱
湯
は
約
の
上
に
も
う
も
う
と

一

J

一

記

閉

山

E4凋
一運
ば
れ
、
地
元
今
泉
勝
氏
の
特
別
の
配
府
け

l

火
の
責
十台
に
噴
ま
れ
な
が
ら
も
今
日
あ
る
一
郎
医
学
専
門
学
校
教
長
就
任
一

一

工

宙

望

明

潜

間
高

一

拶

処

り

を

上

斜

さ

せ

て

い

ま

し

た

。
宿
室

ー
」

一

Y
防
司
例
ふ

ぶ
寄
進
臨

一
に
よ
っ
て
、
キ
レ
イ
ド
コ
ロ
も
用
意
さ
れ

を
件
ま
し
た
こ
と
は
、
全
く
同
窓
各
位
の

一附
和
三
十
年
東
京
大
学
医
学
部
よ
り

1
γ
r
凶
K
剛
州
民
U
h
込
山
・

二

『

臨

み
泊
四
イ
姐
門
川
桝
門
司

ご
て
い
て
、
潤
滑
油
つ
の
ま
わ
る
に
つ
れ
一

熱
烈
ぺ
る
母
校
愛
に
よ
る
御
指
導
御
援
護

-

学
位
を
受
く

一

F
r
s・
陣
蜘
翻
毅
U
K駒内輪一
一

一

明

石

ぷ
剛
ヨ

1

4筒
二
て
、
肢
は
に
ぎ
や

E
・e

・
。
会
川
か
ら

一

の
賜
で
こ
の
機
会
に
衷
心
よ
り
御
礼
申
上

一附
和
一
干
一
年
母
校
市
川
病
院
勤
務

一

町

一
引
制
マ

)
島
時
心
笥

一
一

向

叫

ち

鴎

打

緩

俊

民

一

一
は
、
い
つ
覚
え
た
の
か
、
素
人
ば
な
れ
し

吋

ぐ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

-

昭
和
三
十
二
年

母

校

教

授

就

任

一

「

掴

纏

守

品

摺

笠
置
E
一

明

山・

叫

m
M
Fも
M
幽品
志

士
た
喉
を
聞
か
せ
る
も
の
も
あ

っ
て
、
各
地

き
て
、
か
ね
て
互
の
病
院
域
改
築
の一

附
和
二
イ

同

年

母

校

山

川

病

院

前

科

部

目

立

証

忘

刷

慣

揺

明

E
L一

}

噛

r
t
E
E『
1
凶

5
i
a一
の
同
窓
会
報
告
の
よ
う
に
、
和
気
あ
い
あ

機

巡

も

熟

し

、

来

る

五

月

一

日

を

卜

し

て

一

長

就

任

同

副

院

長

、

ヤ

自

祖

量

園

開
唱
品
開
匹

山
政

↑

一

、

司

44
i
d
-
-
E鑓
F
場

一
い
の
裡
に
五
時
半
頃
宴
会
は
終
っ
た
む

一

地
鎮
祭
ぞ
挙
行
す
る
に
至
り
J

ま
し
た
こ
と

一
(
現
住
所
〉
千
葉
県
市
川
市
菅
野
六
ノ

一

一

一

一

乙
ろ
、
全
日
間
任
の
声
に
、
再
度
内
川
会

一

青
葉
計
葉
の
背
羽
涯
の
山
を
お
り
て
、
一

は
真
に
御
川
監
に
椛
え
な
い
と
乙
ろ
で
、
一

一
九
冗

O

一

1

1

1

1

1

l

「1
1

I

l

l

i

-

-

-

-

-

一
長
以
下
各
幹
喜
任
と
決
定
。
新
入
会
ハ

一三

王

寺

の

日

間

に

と

、
散
会
し

一

t
i
l
l
-
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
-

一尾
崎
氏
(
三
十
四
年
卒
)
の
紹
介
、
名
簿

一た。

一

各

地

同

窓

会

の

う

ご

き

一

一
作
製
の
乙
と
守
承
認
さ
れ
て
会
議
終

γ
。↑

向
別
指
の
写
山
'は
w
!
日
の
記
念
鍛
影
で

町、i
i
i
1
1
5
t
i
i
3
2
i
i
i
3
t
5
t
i
、i
iし

一

引
続
き
懇
判
例
会
に
移
る
と
会
長
挨
拶
が

一あ
る
。

一
あ
り
、
大
井
教
授
か
ら
、
大
学
の
正
況
殊

一山
席
者
(
米
-
M
M
)

東

三

豊

徳

会

一

る
。

一

に
定
住

l

制
の
採
点
、
山
川
病
除
の
建
設
に

一

大
弁
済
詞
先
生
御
一
夫
妻
、
近
藤
三
郎
先

日
め
る
家
の
光
る
瓦
や
柿
若
葉
虚
子

一

台
羽
川
を
渡
れ
ば
、
樹
々
の
計
葉
が
窓

一
つ
い
て
、
治
日
そ
の
地
鎮
祭
も
、
地
元
知

一

生
、
加
藤
孝
一
先
午

名
鉄
沼
市
沿
線
同
府
駅
か
ら
草
で
数
分

一迄
迫
っ
て
い
る
。
ζ

こ
れ
川
泉
郷
の
草
薙

一事
、
市
長
小
著
名
人
を
招
い
て
、
脱
大
に

一

(
会
円
以
)

リ
川
内
山
十
に
国
府
温
泉
郷
が
あ

一川
一
東
三
豊
徳
会
の
定
時
総
会
会
場
で
あ
弓

uu-U配

下

白

山

町

一

抗

日

ト

一

勾

口

紅

一

定

年

退

職

御

挨

拶
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¥ 

鈴
木
郁
夫
、
藤
城
武
、
羽
旧
野
義
彦
、

城
所
定
雄
、
加
藤
一
郎
、
加
藤
正
敏
、

白
井
智
、
伊
藤
哲
、
山
本
卓
、

辻
村
博
夫
、
山
本
弥
市
、
山
本
保
土
口
、

西
村
禎
枯
、
菅
沼
孝
夫
、
尾

崎

博

、

平

野

裕

、
西
村
秀
祐
、
岡
山
門
美
、

古
川
田
敦
孟
、
山
本

一
成
、
尾
崎
茂
雄

(
彦
坂
記
)

静

岡

県

支

部



は
二
一
階
問
階
の
素
晴
し
い
景
観
を
眼
下
に
一
上
げ
に
又
一
段
の
歓
声
が
湧
き
ま
し
た
。

一
支
部
長
の
挨
拶
次
で
稿
、
山
内
、
山
本
三
一

、
i
ii
i
i
!i
!
i
i
i
i
i
i
i
!
:
!
i
!i
i
i
J

見
下
す
室
で
定
刻
午
後
一

時
大
広
間
の
会
最
後
に
母
校
と
同
窓
会
の
発
展
を
祈
り
校

一来
賓
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
興
味
深
い
型

Z
伺

一

~

ク

ラ

ス

会

便

り

…

場
で
開
会
の
辞
副
支
部
長
森
田
福
造
君
熱
歌
を
声
高
ら
か
に
歌
っ
て
退
場
、
烈
制
は

一
っ
た
。
次
に
蓮
日
比
副
支
部
長
に
よ
り
庶
務

一

一・

弁
を
以
て
し
次
で
支
部
長
徳
永
寅
蔵
立
つ
右
忘
に
よ
り
松
井
教
授
を
囲
ん
で
臨
床
鎖
械
化
円
が
ノ
れ
わ
れ
た
。
木
今
度
は
前
年
に
比

一

一

互

発

会

一
の
落
慶
式
を
拝
み
下
山
後
は
令
閣
寺
御
所

て
校
拶
、
支
部
長
と
し
て
本
年
す
で
に
十
談
会
を
開
き
御
教
示
を
頂
き
ま
し
た
。
し
て
事
放
の
多
い
年
で
あ
っ
た
o

W
1
支
部

一

一

問
先
J
と
な
り
副
支
部
長
は
勿
論
幹
事
:
、

νl
H
M
席

者

氏

名

(

敬

称

時

)

準

会

日

で

あ

ら

れ

た

小

川

県

会

z;逝
一

先
般

F
告
し
た
互
免
会
開
丙
観
光
は
左

一
二
条
城
町
・本
願
寺
を
廻
り
午
後
六
時
京
名

一

幹

事

長

又

会

話

討

の

協

力

会

十

一
小

立

1
、
土
尾
監
、
丸
山
尖
太
郎
、
去
、

E会
円
以
小
林
由
松
先
午
の
配
、
記
の
通
り
八
名
の
長
を
加
え
て
総
数
三

一
一
物
の
都
踊
り
を
観
賞
し
た
。
さ
す
が
人
川

一

よ
っ
て
支
部
運
営
の
充
尖
を
向
、
会
費
は

一
木
村
和
人
、
吉
田
弘
、
井
川
重
利
、
遠

藤

会

員

中
川
重
凡
、
山
柳
川
内
恒
例
先
叫
ω
三
十
一
名
誠
に
和
や
か
で
而

h
q前
の
脱
会
同
宝
井
上
八
千
代
の
振
付
丈
に
半
安
利
絵

一

郎
%
以
上
の
本
部
納
入
と
な
り
同
窓
会
本

一

茂
、
塚
本
良
久
、
佐
藤
墜
事
、
杉
山
鯨
一
則
療
位
、
会
員
小
村
正
尾
、
中
村
英
総
↑
別
で
あ
っ
た
。

-
巻
の
真
髄
を
心
ゆ
く
迄
満
喫
し
て
悲
し

「

部
応
対
し
て
強
力
れ
は
る
支
援

2
ー
す
る
事

一
七
郎
、
甲

斐

清

、
小
川
知
一
一
、
五
十
嵐

一
先
生
御
住
川
の
制
球
問
、
会
川
川
河
野
削
先

一

四
月
二
十
七
日
夜
の
京
都
東
山
閣
の
宴
夜
は
ホ
テ
ル
で
再
痛
飲
し
て
一
泊
、
一
干

-

の
川
米
た
事
を
深
く
感
謝
し
本
年
を
以
て

一
尭
附
、
土
屋
謙
一

、
神
山
秀
彦
、
新
保
政

一
々
ぃ
令
問
の
逝
去
と
真
に
哀
悼
又
は
御
同
桁

一
会
で
は
何
が
さ
て
問
卜
三
年
振
り
の
連
中
一
九
日
は
奈
に
や
京
羽
市
内
見
物
へ
と
山
由

支
部
長
を
勇
退
す
る
決
訟
を
似
然
し
ま
し

一
菜
、
亀
井
正
彦
、
徳
永
富
士
住
、
意

K
寅
に
壌
え
な
い
次
第
で
あ
る
。
支
部
と
し
て

一
の
事
と
て
禿
玖
白
髪
肥
満
度
躯

ω栢
んべ
い
利
行
動
に
入
り
互
に
健
在
を
祈
り
つ
つ
散
会

た

。

次

で

庶

務

署

長

決

算

;

の

認

蔵

、

界

五

一

、

笹
木
允
町
、

川
崎
仙
謎
ん
で
そ
れ
ぞ
れ
弔
慰
或
は
御
兄
君
申
や
っ
と
思
い
山
し
て
は
路
大
笑
劇
的

γ
一
し
た
。
来
秋
は
広
品
市
を
中
心
に
秋
の
営

手
長
引
幹
事
長
た
し
、

一
川
ヂ
以
し
て
守
、
山
山
栄
子
、
大
場
明
徳
、
松
山
淑
上
げ
た
次
に
議
事
に
人
り
鈴
木
古
五
郎

一
1
ン
を
展
開
し
た
。

ハ
己
紹
介
で
は
各
地
仏
錦
山
静
め
た
り
に
賑
や
か
に
展
開
さ
れ

吹
い
。
引
会
長
に
対
し
て
又
本
支
十
逝
去
会
鈴
木
秋
雄
、
孫
子
敬
問
郎
、
河
村
三
名
、

先

2議
長
に
選
山
山
し
上
程
久
H

叩
政
策
の
恥
の
取
引
物
弘
法
丈
に
/
沿
い
立
大
引
1
4
0
べ
か
ら
る
事
で
あ
ろ
う
o

会

μ主
主

っ

て

参

加

円
以
問
名
に
対
し
黙
慌
を
捧
げ
て
御
以
悩
を
兇
仏
久
勝
、
河
村
孝
義
、
判

決

潟

、
判

一
議
を
行

っ
た
。
先
ず
似
災
会
日
以

ω見
切
二
ず
ダ
ラ
リ
の
舞
子
の
踊
る
頃
は
似
る
仰
妙
さ
れ
る
引
を
別
待
し
宅
ら
ざ
り
し
サ
1
ビ

祈
り
立
し
た
。
役
片
の
選
挙
は
全

1
の

賛

決

惣

て

川

村

市

史

、
赤
痢
同
士
口
、
名
波

一
関
す
る
件
を
可
決
し
次
で
役

μ改
選
の
約
に
陶
附
し
て
い
た
が
澗
の
ま
わ
る
程
に
談
ス
ー
深
謝
し
つ
つ
苧
伊
繭
く
。

成
を
川
川
て
、
支
部
長
副
支
部
長
は
恥
既
に

一
佐
智
夫
、
大
沢
一
康
、
山
口
晋
作
、
塚
山
来
任
期
満
了
の
佼

いi
本
支
部
長
、
佐
久

一
論
風
発
夜
の
ふ
け
る
の
も
知
ら
ぺ
か
っ

一杉

H
問
多

C
-
一
名
〉
赤
痢
康
興
、
河
野
源

上
り
決
定
と
な
り
、
詮
衡
委
員
を
議
長
指
庄
一
弥
、
芸

秀

次

郎

、
岡
村

一
夫
、
榎
本

-
問
、
蓮
見
両
副
支
部
一
勺
飯
品
、
森
、
武

た

。
明
れ
ば
二
十
八
日
好
天
午
前
九
時
貸

一
造
、
古
屋
、
伊
藤
英
一
郎
、
広
上
約
吉
、

名
に
て
設
衡
の
結
県
支
部
長
に
浅
井
克
一

一
要
二
、
森
田
福
造
、
塩
田
二
十
、
計

局

秀

石

、
入
野
(
利
)
の
問
幹
事
は
離
任
し
て

一
切
り
パ

ス
で
出
発
一
二
十
三
間
堂
前
水
寺
智

一
川
中
健
之
助
(
以
上
各
二
名
〉
大
泉
豊
太

計
、
副
支
部
長
に
河
村
孝
義
君
、
市

川

潔

夫

、

荒
川
安
雄
、

存
旧
正
雄
、

小
原
秀

一
新
役
員
は
次
の
通
り
決
定
し
た
。
支
部
長
一
恩
院
八
坂
平
安
の
両
神
社
を
廻
り
新
緑
映

一
郎
、
多

重

守

、
加
藤
大
次
郎
、
西
村
禎

計
と
決
定
、
満
場
の
拍
手
に
迎
え
ら
れ
て
夫
、
山
口
隆
英
、
市
川

潔
(
徳
永
記
)

一

斉
藤
寛
三
:
、
可
支
日
z
〈

T
f
毅
、

一
ゆ
る
有
料
ド
ラ
イ
ブ

ウ
エ
を
一
路
比
叡
山
市
、

新
井
守
三
、

和
田
直
樹
、

吉
沢
八

一

山

虫

Htf川
市

一
へ
組
以
展
叫
よ
コ
よ
)
日
苅
西
一
望
根
本
中
堂
印
、

原
川
栄
三
、

宇
賀
武
文
、

橋
尚
八

そ
れ
ぞ
れ
就
任
の
挨
拶
あ
り
、
幹
事
ま
各

一
荒
井
賢
一

、
幹
事
森
滋
(
存
任
)
斎
藤
季

i

l

!

日

リ。

文

京

区

支

部

一

面

目
、
野
崎
吉
郎
、
宮
川
仁
三
郎
、
尾
問

地
似
よ
り
推
隠
す
る
事
に
た
り
ま
し

f

一
夫
、
津
山
秀
鋭
、
今
井
労
長
の
話
先
生
で

-市

正
、
渡

辺

済

、
昨
仰
木
多
一
郎
、
松
木
続

少
恕

ω後
、
福
山
学
長
の
挨
拶
あ
り
大
学
五
川
一
一
十
三
日
夜
、
以
内
の
叫
烹
か
ね

一
あ
る
。
議
事
を
終
了
し
蓮
見
副
支
部
長
の

E司

(

以

上

作

一

名

)

(

松

木

続

記

)

及
び
大
川
f
院
の
近
似
を
詳
細
に
拝
一
水
、
次
乙
に
於
て
木
年
度
総
会
並
に
懇
親
会
を
開
閉
会
の
辞
が
あ
っ
て
烈
し
く
卓
上
に
陳
列

F

で
川
丸
会
長
代
理
よ
り
同
窓
会
の
現
状
と

-
催
し
た
。
新
緑
地
以
風
の
侠
と
は
名
ば
か
り

一
さ
れ
た
御
馳
走
。
ゼ
前
に
し
て
漸
く
総
会
を

一
一

抱
れ
に
就
て
明
解
た
る
御
話
あ
り
、
次
の

一
で
前
日
は
一
一
一

O
度
を
越
え
る
猛
暑
そ
し
て

一
終
り
待
望
の
懇
刻
会
が
開
幕
さ
れ
た
。
出

一
目

減
演
は
五
十
嵐
桑
昭
君
の
司
会
に
て
松
井

一
当
日
は
夜
半
ば
冷
え
込
む
と
云
っ
た
正
に
一
席
者
中
で
の
最
年
長
者
鹿
野
八
千
代
先
生

一

教
授
の
欧
米
学
会
と
近
次
日
本
医
学
会
に

一
ク
レ
l
ジ

1
お
天
気
で
あ
っ
た
。
来
賓
と

一
の
青
頭
に
よ
り
一
同
健
康
を
祝
し
合
っ
て
一

司

出
席
し
て
と
題
し
て
視
野
の
広
い
有
議
な

↑
し
て
同
窓
会
長
代
理
塙
立
二
先
生
そ
れ
に

一
乾
盃
し
歓
談
放
談
の
花
が
挟
き
酒
盃
も
程

一

興
味
あ
る
論
演
を
長
時
川
賜
り
一
同
感
銘

一
山
内
吉
雄
先
生
母
校
の
山
本
義
茂
先
生
を

一
よ
く
傾
け
ら
れ
た
。
酒
餐
も
と
よ
り
最
佳

一

深
く
拝
聴
致
し
ま
し
た
。
記
念
撮
影
の
後
初
め
多
数
の
会
片
山
仙
先
小
い
の
御
山
席
を
得

一
な
ら
ず
、
さ
れ
ど
同
祭
同
鍋
の
集
い
々
ら

一
風
呂
あ
び
て
懇
別
の
宴
と
な
り
、
熱
川

て
脱
会
で
あ
っ
た
。
定
刻
よ
り
遅
れ
る
乙

一
で
は
の
純
粋
さ
素
朴
さ
そ
し
て
和
や
か
さ

美
形
の
サ
ー
ビ
ス
に
利
先
あ
い
あ
い
歓
沸
と
一
時
間
と
一
広
う
日
本
時
間
で
誠
に
申
訳

一
乙
そ
日
以
上
の
美
酒
美
餐
と
云
う
べ
き
か
、

き
隠
し
叶
一五
統
山
興
の
以
く
る
を
知
ら
ず
、

無
か
っ
た
が
総
会
は
午
後
七
時
三
一
十
分
飯

一
談
笑
は
い
つ
以
つ
る
と
も
知
れ
な
い
が
閉

前
支
部
長
徳
永
、
前
副
支
部
長
森
田
、
丸
め
幹
事
の
司
会
に
依
り
開
会
さ
れ
た
。
佐

一
会
の
時
刻
も
せ
ま
り
午
後
九
時
間

O
分
母

山
討
に
長
年
の
労
を
謝
す
る
光
栄
あ
る
胴

一
久
間
副
支
部
長
の
闘
会
の
辞
に
初
ま
り
林

一
校
の
発
展
を
祈
り
つ
つ
散
会
し
た
(
林
記
〉
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壬

成

会

今
の
度
級
友
石
塚
保
君
が
三
月
上
旬
築

一
地
の
国
立
ガ

シ
セ
シ

タ
l
に
入
院
さ
れ
ま

一
し
た
が
、
昨
年
御
令
閣
を
失
し
た
同
計
の

度
重
な
る
御
小
巡
に
誠
に
御
気
の
毒
と
存

『
じ
、
壬
成
会
在
京
幹
事
感
傷
の
余
り
差
川

一
が
ま
し
い
事
と
は
思
い
ま
し
た
が
、
会
日

一
の
皆
様
に
御
見
舞
金
の
募
集
を
致
し
玄
し

-
た
処
、
左
l
山
の
通
り
大
変
御
協
力
ゐ
-
賜
り

一
有
難
く
厚
く
御
礼
ぞ
申
上
げ
ま
す
。

一

就
き
ま
し
て
は
我
々
幹
事
は
、
三
月
十



三
日
、
四
月
十
七
日
、
五
月
七
日
の
三
国
一
当
日
の
参
会
者
、

西
山
、
渡
辺
、
中
村

一
さ
い
ま
す
と
大
変
好
都
合
で
す
。
記
念
ア

一
そ
ぼ
ふ
る
鶴
ガ
城
と
、
白
虎
隊
員
の
ね
む
一
の
み
が
未
ピ
に
鮮
や
か
に
脳
裏
に
刻
ま
れ

に
豆
り
病
院
を
訪
ね
御
見
舞
し
石
塚
治
の

一
利、

三
浦
、
同
夫
人
、
呑
川
、

湯
原
、

梅

ル

パ
ム
も
三
十
周
年
を
記
念
し
て
作
り
た

↑
る
飯
盛
山

へ
。
舞
台
装
置
は
絶
佳
。
吾
妻
て
お
り
ま
す
。

御
嬢
さ
ん
に
皆
様
の
御
見
舞
金
を
御
波
し

一津
、
長
谷
川
、
斯
波
、
山
本
、
千
野
、
同
一
く
存
じ
ま
す
の
で
、
こ
の
方

V
至
急
御
手
ス
カ
イ
ラ
イ
シ
か
ら
綴
の

mmれ
聞
に
見
え

-
本
年
は
「
第
十

一
回
一
別
会
例
会
」
凶
俄

致
し
ま
し
た
。
大
変
本
人
も
世
話
ん
で
居
ら
夫
人
、
似
鳥
、
塙
、
阿
部
、
畑
、
柳
沼
、
配
下
さ
い
。
ア

ル
バ
ム
梨
、
不
安
に
か
か

一
る
猪
苗
代
湖
に
別
れ
、

又
快
晴
の
福
島
駅

ω今
度
で
あ
り
ま
す
が
、
当
関
東
地
方
支

れ
た
そ
う
で
す
(
面
会
謝
絶
の
為
)
。
五

岡
本
、
的
日
出
、
山
路
、
片
岡
、
消
宮
、
浅
わ
ら
ず
、
で
き
る
だ
け
全
日
以
の
写
真
を
収

一
に
下
っ
て
解
散
。
東
京
勢
は
ガ
イ
ド
さ
ん
部
で
は
来
る
十

一
月
九

U

(土
)
東
京
に

月
八
日
手
術
ぞ
行
い
(
右
肺
全
摘
出
)
税
井
夫
人
、
佐
藤
静
、
清
水
、
同
夫
人
、
開
封
致
し
た
く
考
え
て
お
り

ま

す

。

記

念

と

別
れ
が
た
く
、
そ
の
パ
ス
を
駆

っ
て
八
お
い
て
地
方
会
を
行
う
予
定
を
た
て
ま
し

在
(
九
日
朝
〉
予
後
順
調
と
の
事
で
す
。
楽
、
鹿
島
、
森
下
、
山
口
、
同
夫
人
、
大
「
-
二

l
ス
」
原
稿
の
方
も
、
従
来
以
上
京
州
口
へ
庶
ノ
ベ
い
と
豪
華
な
ク
ラ
ス
旅

-
た
。
い
ず
れ
後
日
詳
細
を
お
知
ら
せ
致
し

右
御
報
告
申
上
げ
御
協
力
の
御
礼
努
々
友
月
、
荻
沼
、
田
島
、

三
宅
、
成
毛
、
丸
島
、
一

に
多
数
の
原
稿
を
集
め
た
い
と
念
願
致
し

一
行
で
あ
っ
た
。

一
ま
す
が
、
作
地
方
に
お
か
れ
ま
し
で
も
、

記
会
計
報
告
を
な
し
領
収
証
に
か
え
さ
せ
黒
凶、

門
屋
、
浅
野
好
、

平
山、

石
川、

て
お
り
ま
す
の
で
何
分
よ
ろ
し
く
お
願
い

一

三
年
前
の
九
州
旅
行
の
と
き
の
課
題
が
一
地
方
支
部
会
を
是
非
お
聞
き
下
さ
れ
ま
す

て

貰

い

ま

す

。

秋

山

。

(

塙

記

)

致

し

ま

す

。
御
面
倒
で
し
た
ら
、
ハ
ガ
キ

一
一
つ
解
決
さ
れ
た
。
あ
と
は
卒
業
お
周
年

一
ょ
う
則
待
致
し
ま
す
。
又
、
地
方
の
方
々

収

入

六

五

O
九

O
円

四

八

名

一

一

枚

で

も

、
直
ぐ
一
筆
お
願
い
致
し
た
い

一の
昭
和
一
初
年
が
北
海
道
か
、

一
挙
に
ハ
ワ

一
に
は
出
来
地
方
会
へ
も
御
法
憾
な
く
御
参

支

出

六

五

O
九

O
円

一

一

も
の
で
す
。
な
お
、
五
月
一
日
発
行
の
臨

一
イ
か
と
い
う
大
問
題
に
当
面
し
た
わ
け
。

加

下
さ
い
。
お
符
ち
致
し
ま
す
。

ハ

ガ

キ

、

切

手

二

二

八

O
円

時

ニ
ュ
ー
ス
第
三
号
は
御
手
も
と
に
着
、
き
消
兄
の
と
窓
口
ん
を
幹
事
ま
で
お
寄
せ
下
さ

O
昨
年
三
月
母
校
を
卒
業
さ
れ
放
射
線
学

印

刷

、

紙

、

封

筒

=

二

O
円

ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。
未
活
の
場
合
は
御
ぃ
。
そ
れ
に
し
て
も
南
に
北
に
、
旅
行
ク
教
案
に
勤
務
さ
れ
て
い
た
根
本
兄
は
、
そ

見

舞

金

六

二

五

O
O円

一
報
の
程
を
。
(
加
藤
孝
後
、
潜

水

正

一

〉

ラ

ス

の

回

指

名

も

あ

る

と

か

。

の

後

胸

部

疾

患

再

発

の

た

め

、
去
る
一
川

三

月

十

三

日

三

0
0
0門

i
j

(斎
藤
利
世
記
)

小
何
点
脳
大
山
川
病
院
に
再
び
入
院
加
政

問
月

十

七

日

四

0
0
0
0円

一

一

小
で
あ
り
ま
す
。
同
兄
は
仲
々
元
気
で
あ

五

月

七

日

一

九
五

O
O
門

り
ま
す

ωで
、
前
回

ω如
く
長
期
療
設
の

上
利
貞
馬
君
五

O
O円
記
載
も
れ
に
つ

一

一

必
要
は
な
さ
そ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
是

主
収
、
支
共
五

O
O円
増
、
他
に
記
載
も

一
非
共
川
兄
を
励
ま
し
て
下
さ
る
よ
う
お
願

れ
の
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
御
報
ら
せ
願
い

一

一

い
致
し
ま
す
O

(

役
員
一
同
〉

ま

す

。

(

幹

事

松

元
、
渡
辺
、
鈴
木
)

更

始

会

卒
業
三
十
六
川
年
総
会
は
千
葉
県
在
住

会
員
一
同
の
肝
入
り
で
去
る
五
バ

二

十

六
、
七
日
の
両

U
房
総
一
則
を
以
て
開
れ

た
。
幸
に
好
天
に
怒
れ
、
両
国
駅
前
に
集

合
し
て
大
型
パ
ス
に
て
出
発
、
車
中
昔
話

一

や
近
況
な
ど
を
語
り
合
い
つ
つ
、
小
淡
や

一

例
の
浦
の
名
所
旧
蹟
を
訪
ね
て
鴨
川
の
土口

一

田
屋
旅
館

K
て
総
会
を
聞
い
た
。
他
で
は
本
年
度
総
会
は
六
月
十
六
日
(
日
〉

・

味
え
な
い
魚
の
生
作
り
や
豪
華
な
料
理
に
十
七
日
(
月
)
福
島
県
会
津
が
松
、
来
山

一
同
満
喫
し
た
。
翌
二
十
七
日
は
仁
衛
門
砲
泉
、
新
滝
旅
館
に
於
い
て
開
催
す
る
乙

ぬ
や
白
浜
の
海
岸
を
探
勝
し
て
楽
し
い
コ
と
に
な
り
ま
し
た
。
旅
館
予
約
の
抑
制
合
も

l
ス
を
千
葉
駅
に
出
て
新
装
な
っ
た
、
近
あ
り
ま
す
の
で
、
至
急
御
返
事
を
賜
わ
り

代
的
駅
ピ
ル
食
堂
で
分
散
会
を
闘
い
て
来

一
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
未
ぺ
ん
の
刷
物

年
の
総
会
で
再
会
を
約
し
て
別
れ
た
。
ム
ロ
に
は
未
(
ん
の
理
由
も
併
せ
御
知
ら
せ
下
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記 て 裂 を花王と忠詣た室巌同う辺岡水ののし
念*11 J，~をエ 。 い。。は寺伴ち 、、 戸 111 森て五
館 111は 物みコ成きい 場 殆 か で 五 '1"吉の回戸 、旦 仁
に机米 、]頁 l程やまー~どら二人 、井小 、、山 二
博泉沢湯上ラ成、さ金賀遊十が石、鹿そ秋形 11
土 l乙 diので イ 程白らに切覧六奥ヲ|二浅とれ/Oi交 !I・ .u.

をーか IIIJ はン。分安上り船名きそ野東に両通 liij騨
{思泊 ら上容に討の産陸。で 。 んれ 、 ;J~ 古対の八
ぷ。哀の を事!J食おで し階松松 、に 小 勢 屋 を パ |時
。磐磐 山 踏夏後 礼 もて 紋 島 X:i二堤野の 、最スイIU会
st;!.樹i杉Il温んと仙とあ塩 のめに人と寺 UI力口述で台
五 山 の泉 で 春 台 娘 る釜言ぐ前が十 、口 藤と出駅
n麓風で 「と rIJのま神薬 り 行 お 九 育 、ぷ し 発前
はの光一おのかたい社 を 。 し 子 会 木 愛 基 て o K 
小野を泊 釜緑らめに lζ 知lー で き 只 、 知 器 中 山集
雨 日 比。 」 と放にと参つ等瑞ん 。波 、宍京陰合

念。
総昨
会年

を JJ 
開
俄「
致ー
し JVJ
、会

楽卒
し業
い 十
思 ).'.i
い~:. 蔵王山頂の馬の背に立つ面々。お釜と呼ばれる噴火口湖は.残雪に

出 百己 覆われて強い水は見られなかった。

更 お(育つし月ま す(建てま放
し、 参木 て た 十 せ さ。でいす近今
ま同千 、大。 二 んて いま υ はゴド 宮
し宕 I'J波変も 口 が 、 らし It:勾は 4

7この)辺 Tごつに 、も れた Jt!Jn 1M 
。住を(っ と半 中う る 。会 ぐ 雨 山
所も正 Tこも分村旧 乙 i箔促づ lこ期
はっ可よ ~tご英聞 と兄 1) つ人
、て うりけ維に と姉もいる

左訪成で半で君属 !iEに 大 た の 会
記い毛す分す宅す 祭 l士分 11 も
のまが。もががる い 、とが与i

通し御会水類 、か L益ぷ統い
り た 見かを焼去も 九 々 さ い と
に。舞らかしるし し制11.こてか
変な金 は」にま三 れ ま壮しい

期

会



東
京
都
練
馬
区
大
泉
学
園
町

μ
問
問
三

川

引

本

浦

州

二

O

幹
事
の
一
人
士
白
木
は
、
圏

内

研

修

生

と

致

和

9

山

口
以
萩
山
御
許
川
九

し
て
東
京
医
科
歯
科
大
学
術
川
市
生
化
学
第
対
三
回
凶
試

ω免
表
が
、
っ
小
先
川

一

三

教
室
に
、
米
年
三
月
末
日
ま
で
約
一
年
間
一
行
な
わ
れ
、

一
約
公
的

ω今
頃
が
思
い
出

一
山

山

勝

郎

M

神
奈
川
県
秦
野
山
内
屋

入
室
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
o

さ
れ
ま
す
が
、

一
一
の
学
川
を
立
つ
)
ふ
り

一

じ

一

じ

O
七

又
、
山
所
似
康
治
は
、
米
る
六
月
十
日
一
年
後
の
変
換

l
H玄
る

し

く

4
r
秋
一
フ
伝
甘
ん
釘
宮
城
県
加
美

m
d掛
川

人

二

年

生

と

し

て

の

問

躍

も

期

待

さ

れ

て

汀

飯
野
海
巡
所
属
「
康
品
丸
」
に
て
、
波
米

H

シ
カ
ゴ
の
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ

ー、

マ
イ
い
ま
す
昨
今
、
右
迷

ωも
と
へ

、
数

多

く

た

谷

良

雄

2

新
宿

K
下
落
合
一
ノ
以

-
の
土
口
報
ゃ
、
御
挨
拶
状
が
Mm

け

ら

れ

て

お

ご

丘

ケ
ル
リ

l
ズ
病
院
に
勤
務
さ
れ
る
乙
と
に

な
り
ま
し
た
。
な
お
渡
米
先
の
主
所
ま
次
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
既
に
独

一

頃
話
(
似
)
九
じ

O
三

ィ

ー

身

時

代

を

御

卒

業

さ

れ

た

方

々

は

左
の一一

7
川

L

の
通
り
で
す
。

ラ

T

忠
夫

O

似
橋
民
連
沼
川
五

O

。「
-
Z・
、
叶
〉
ロ
O
烈
O
H
N
O

十
九
名
に
は
り
ヱ
し
た
。
皆
に
代
っ
て
、

2

m
出
話
(
州
)
同
一
一
一h
-
一

御
祝
詞
申
し
上
げ
ま
す
と
川
時
に
、
御
家

l

l

ロ

ロ

gz-um宮
・
玄

K
E巾
]
・
河
巾
巾
印
巾

刷
2

1

民

t
小
限
ぃ
人
民
共
和
同
北
京

隠
の
占
十
一
悩
と
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

一

l

国
C
凹
司

E
-
N由

5

2・
除
巴

-
F

田

市
岡
城
区
制
宅
医
院

す。

〉〈
0
・

2
-
2岡
o
g
-
-一一
5

0
戸田

飯

塚

勝

4

茨
城
以
け
し
弘
山
E

古
川
一

十
日
川
見
沢
(
肘
林
)
、

藤
川
伯
、
初
腹
、
橋

C-ω

〉

/

一
二
/
七

木
、
浜
野
、
梅
山
、
神
原
、
金
山
、小
宅
、

(κ
則
会
幹
事

)

p

l

ι

x

d
r
t太
郎

Q
山
新
山
山
川
以

μ
泉
山
士
口
沢
川

a

笹

川

荻

沼

、
清
野
、
鈴
川
、
鳥
居
、
流

一
』
一
読

1

一

了
日
一
市
話
↓
九
泉
三
川
ム
ハ

杉
戸
、
山
江
州
、
谷
脇
、
統
、
士
口
凶
欣
、

六

喜

会

さ
ら
に
、
橋
本
(
旧
上
矢
)
野
間
(
旧
小
池
)
一

↑
山
沢
美
智
子

お

新
潟
県
新
潟
山
開
反
一

|
高
梨
(
旧
栗
原
)
、
流
(
旧
余
繁
)
、
沼
沢

新
総

ω候
と

は

り

ま

し

た

。

に

、

ぷ

創

八

」

:-ω
一
二
時
間
友
会

L

J

(
旧
松
前
)
、
金
山
(
旧
水
上
)
、
川
崎
(
旧

加
熱
沙
汰
し
ま
し
た
が
元
気
に
お
、
必
し
の
ζ

長
野
)
、
小
笠
(
旧
佐
々
木
)
、
日
野
(
旧
関
深
沢

一殆

幻

新

術

K
柏
木
五
ノ

一一

と
と
思
い
ま
す
。

町
)
、

そ

ω他
に
詳
細
不
例
で
こ
ζ

に
上

一

三

O
川
山
中
方

き
て
、

会
報
第
三
号
の
発
行
が
種
々
伝
一
げ
る
こ
と
り
山
米
な
か
っ
た
方
も
二
、
三

一
鈴
木
滋
剖
秋
山
以
抽
出
代
山
大
川
一
三

事
杭
に
よ
っ
て
大
変
遅
れ
、
皆
緩
か
ら
い

1

1

1

1

1

1

1
1
1
!

あ
り
ま
し
た
。
御
報
告
下
さ
る
よ
う
お
願

-

ー

I
l
l
1
1
1l
」

た
だ
い
た
近
山
も
古
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
い
い
た
し
ま
す
。

一

一

逝

去

会

員

一

し
た
の
で
、
あ
ら
た
め
て
近
削
を
い
た
た

-I1
1
1
1
1
1
I
l
l
-

χ、
第
二
川
仰
を
企
附
し
て
お
り
ま
す
早
川
将
之
助
氏
三
八
、
目
、

六

き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
発
行
し
ま
す
。
近
く

一
古
川
和
カ
』
目
指
次
第
、
近
出
wm行
を

御

安

生

貢

氏

=

一

八

、
回
、
三
ハ

連
絡
し
ま
す
川
ら
な
る
べ
く
詳
細
に
お
報
寄
稿
下
さ
い
。

(古
川
)

一

八

凶

辰

雄

氏

明

夫

、
一
二
、
八

せ
下
さ
し

永
川

義
之
氏
側
=
一
ハ
、
回
、
毛

本
学
保
存
の
服
部
、
浅
井
、
稲
浜
の
一
一
一

現

住

所

変

更

(

敬

体

時

)

木

内

忠

治

氏

3

Z
八
、
託
、

若
は
本
年
四
川
、
助
手
よ
り
講
師
に
弁
任

さ
れ
ま
し
た
。
外
科
の
井
上
長
生
助
手
は
林

昨
年
末
、
薬
理
の
木
津
講
師
は
本
年
三
月

そ
れ
ぞ
れ
返
職
し
、
内
川
宅
に
て
闘
業
し
ま

し
た
。
ま
た
解
剖
の
市
川
講
師
は
本
年
三

月
に
退
職
し
、
国
土
館
大
下
の
体
育
解
剖

の
助
教
授
に
就
任
し
ま
し
た
。
幹
事
ぷ

武
夫

5

札
幌
市
北

一
条
阿
4
了

-

お

知

ら

せ

u北
一

条

ピ

ル

一

鈴
木
忠
夫
(
元
本
学
進
学
諜
程
事
務
以
)

古
川
山
お
広
仇
川
県
梢
山
山
光
市
町

一

右

ω者
は
、
昭
和
三
十
八
年
五
月
三
十

一

一

六

二

六

松

風

延

二

日
限
り
本
学
を
川
応
戦
し
、
現
在
は
本
学

電
話
術
山
①
一
六
七
一
と
無
関
係
に
つ
き
御
泳
知
願
い
ま
す
。

十
但
一
則
お
三
重
県
北
牟
婁
部
海
山

一

六
月
一
日
山
県
京
劇
科
大
学

十

期

会
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寄
贈
関
川
御
礼
そ

ω
(川
和
宮
下
芳
年
度
)

十江川山

ω川
窓
血
行
位
他
よ
り
図
H
一
け
の
御

寄
附
川
を
賜
り
ま
し
た
。
潤
ん
で
御
芳
名

を
掲
げ
て
一
厚
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

川
千
校
法
人
点
以
山
間
科
大
学

市
以
」
ぷ
山
間
科
大
川
P
M
A飢

、H，
yo
g
p
同
ハ
ロ
ユ
出
・

0
2一
P
2
2
0
-
0
8、・
他

新
刊
品
間
以
学
洋
H
4
百
計
七
十
三
間

点
以
w仰叫
m
k之
ア

メ

リ
カ
文
化
セ
ン
タ
ー

l
ド
女
史
殿

巧
巾

-mN-
d
話

回円
一
gn巾
O
岡
田
H
O
一O
問
可
・
他

新
刊
品
問
医
学
洋
占
計
十
四
川
山
(
故
御
令
官
い
い
搬
呑
胤
(
返
し
と
し
て
)

中

内

米

沢

和
一
殿

小山
安
続
出
川
社
会
計
全
且
一
回
他
計
十
一
一川

点
以
w
仰
千
代
川
区
山
村
時
点
殿
(
放
川
村
一
士
口
先
生
香
典
返
し
と
し
て
)

国間
回目

Z
官

E
n
y
号
円

r
o口出向「〈

-
2
2号

E
Z
Z
E
5号
・
他

新
刊
ι附
吋
ゾ
沖
H
u

計
十
一
一冊

点
以
郎
小
野
区
西
村
あ
き
殿
(
放
同
村
山
町
治
先
生
香
典
返
し
と
し
て
)

Z
2
5コ
回
二
L
『
「
同
『
可
え
ヨ

E
5ロ巾
(立
〉

H
E巾
M
g
E
H
n
z
一
カ
年
分

在
米
ニ
ュ

1
ヨ

1

F
、
上
原
進
殿

日
本
似
パ
寸
凶
什
h

飢
協
会
一
制
朕
川
f
川
相
誌
(
'
利
)
何
芯
綜
九
日
日
鈷
他
山

大
阪
ぷ
村
消
殴
(
故
志
村
起
殴
香
典
返
し
と
し
て
)

上
条
緋
彦
著
日
本
人
永
久
歯
の
解
剖
学
三
川
予
内
著
者
殿

糾
沢
み
と
け
ん
i
時
五
(
全
港
〉
東
京
附
叩
港
区
芝
慶
瓜
義
刻
一
大
川
「
殿

ハ
i
キ
ン
ソ
ン

ω成
功

法

則

一

川

学

内

制

μ秀
策
殿

杉
山
不
一
、
森
本
催

著

歯

科

診

療

補

助

学

内

杉

山
不
一
一
殿

王
細
川
県
匁
録
上
下
(
寛
政
一
一
年
刊
)
学
内
大
井
泊
殿

浅
野
山
町
並
唱
歌
集
げ
ん
げ
ん
山
一
冊
千
葉
県
著
者
殿
(
大
正
問
年
卒
)

斎

藤

利

位

箸

句

集

永

結

山
形
山
卜
川
町

著

名

殿

新
刊
ι附
以
川
f
u
H山
一
般

計

一

三

O
川

与

門

課
程
、
川
七
十
六

冊

進

川
f
m
附
程

十以
a

以
品
開
科
大
学
父
兄
会
殿

一
片
山
紀
背
山
間

ω長
生
(
明
二
ハ
)
一
冊
東
京
都
玉
沢
孝
殿

小
川
小
石
著
句
文
集
多
々
良
福
岡
市
若
者
殿
(
大
正
十
一
つ

qt「
)

そ
の
外
多
数
の
方
々
よ
り
拝
受
い
た
し
ま
し
た
が
紙
面
の
都
合
に
よ
り
直
娘

御
礼
状
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

ド
ロ
シ
イ

ス
ポ
ッ
ト
フ
ォ
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